
横浜市中区の三渓園で半夏生（はんげしょう）が６月30日、見ごろを迎えた。半夏生はドクダミ科の多年草。夏至から数えて11日
目を暦で「半夏生」といい、このころ花を付けるためこの名前が付いたとされる。白く染まった葉は、花が散ると再び緑色に戻る。
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事 局 よ務 だ り
◇横浜定例講演会
2012年7月17日（火）
14時～15時30分
ホテルニューグランド
講師は日本銀行横浜支店長の
竹澤　秀樹　氏
演題は「最近の金融経済情勢
について」
◇横浜定例講演会
2012年8月21日（火）
13時30分～15時
ロイヤルホールヨコハマ
講師は原田武夫国際戦略情報
研究所代表取締役（CEO）の
原田　武夫　氏
演題は「国際経済と朝鮮半島
情勢について」（仮題）



　
国
民
に
不
人
気
の
施
策
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
い
え
ば
、
増
税
だ
ろ
う
。
そ
の

是
非
を
め
ぐ
っ
て
政
権
党
の
民
主
党
が

分
裂
し
た
。
野
党
の
協
力
を
取
り
付
け

て
衆
院
で
の
消
費
増
税
法
案
の
可
決
に

こ
ぎ
つ
け
た
野
田
佳
彦
首
相
。
そ
の
路

線
に
反
発
し
た
小
沢
一
郎
氏
が
、
自
分

に
近
い
議
員
を
引
き
連
れ
、
集
団
離
党

し
た
。
こ
の
冊
子
が
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
に
は
、
既
に
「
小
沢
新
党
」
が
産
声

を
上
げ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
回
の
民
主
分
裂
劇
の
主
役
を
演
じ

た
小
沢
氏
の
経
歴
を
た
ど
る
と
、
新
党

を
立
ち
上
げ
て
は
土
台
か
ら
壊
す
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

　
幹
事
長
ま
で
務
め
た
自
民
党
を
離
党

し
、
新
生
党
を
結
成
し
た
の
が
１
９
９

３
年
6
月
。
そ
の
後
の
足
跡
を
た
ど
る

と
、
新
進
党
結
成（
94
年
12
月
）→
自
由

党
結
成（
98
年
1
月
）→
民
主
党
と
自
由

党
合
併（
２
０
０
３
年
9
月
）と
続
き
、

今
回
の
小
沢
新
党
結
成
に
た
ど
り
着
く
。

　
ま
さ
に
壊
し
屋
の
異
名
そ
の
ま
ま
の

立
ち
振
る
舞
い
で
あ
る
。
同
氏
の
動
向

か
ら
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
が
、
最
も

気
に
な
る
の
は
、
小
沢
氏
や
同
氏
と
行

動
を
と
も
に
し
た
50
人
近
い
国
会
議
員

が
、
ど
ん
な
「
旗
印
」
を
掲
げ
て
新
党

を
立
ち
上
げ
る
か
で
あ
る
。

　
離
党
届
提
出
後
の
記
者
会
見
で
小
沢

氏
は
、
民
主
、
自
民
、
公
明
の
3
党
に

よ
る
衆
院
で
の
消
費
増
税
案
可
決
に
つ

い
て
、「
国
民
へ
の
背
信
行
為
」
な
ど

と
厳
し
く
批
判
し
た
。
だ
が
そ
の
一
方

で「
消
費
増
税
反
対
」と
は
一
言
も
言
っ

て
い
な
い
点
に
着
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

反
対
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
「
消
費

増
税
を
先
行
さ
せ
た
こ
と
」
で
あ
り
、

「
増
税
の
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
」

と
の
主
張
だ
。
裏
返
せ
ば
、
増
税
自
体

に
は
賛
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
国
民
に
負
担
を
強
い
る
消
費
増
税
は

こ
の
ま
ま
ず
っ
と
「
封
印
」
す
る
の
か
。

税
金
の
無
駄
遣
い
撲
滅
な
ど
一
定
の
条

件
が
整
え
ば
、
景
気
の
動
向
も
に
ら
ん

で
導
入
も「
あ
り
」な
の
か
。「
反
増
税
」

の
旗
を
掲
げ
る
に
し
て
も
、
旗
色
は
微

妙
に
異
な
る
。
小
沢
氏
に
は
ま
ず
こ
の

点
を
明
確
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
振
り
返
れ
ば
、
政
権
交
代
を
成
し
遂

げ
た
２
０
０
９
年
の
秋
以
降
、
民
主
党

と
い
う
「
船
」
は
、
常
に
二
人
の
船
頭

が
乗
り
込
ん
で
角
突
き
合
わ
せ
る
と
い

う
、
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
と
き

ど
き
の
首
相
と
、
党
内
き
っ
て
の
実
力

者
で
あ
る
小
沢
氏
で
あ
る
。
今
回
の
民

主
党
分
裂
劇
は
、
こ
う
し
た
無
理
に
無

理
を
重
ね
た
操
船
の
結
果
、
船
が
座
礁

し
た
の
も
同
じ
で
あ
る
。
小
沢
氏
が
同

志
と
と
も
に
党
を
去
っ
た
こ
と
で
「
二

人
船
頭
の
愚
」
は
解
消
さ
れ
よ
う
。
こ

れ
が
分
か
り
や
す
い
政
治
の
一
歩
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　（
神
奈
川
新
聞
社

�

統
合
編
集
局
次
長
・
宮
本
　
敏
也
）

二
人
船
頭
の
愚
　
解
消
は
歓
迎

視
描点
点

− 　 −3



　

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。１
９
０
５（
明

治
38
）
年
1
月
2
日
に
掲
出
さ
れ
た
、

全
ペ
ー
ジ
の
年
賀
広
告
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
中
身
は
、
呉
服
屋
が
百
貨
店
に
な

る
と
宣
言
し
た
、
記
念
碑
的
広
告
で
あ

る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
、
簡
単
に

モ
ノ
が
手
に
入
る
現
代
。
か
つ
て
、
な

ん
で
も
揃
っ
て
る
店
は
な
か
っ
た
。
き

も
の
だ
け
を
売
る
店
が
、
百
貨
す
べ
て

を
商
う
と
タ
ン
カ
を
き
っ
た
。《
当
店

販
売
の
商
品
は
、
今
後
一
層
其
種
類
を

増
加
し
、
凡
そ
衣
服
装
飾
に
関
す
る
品

目
は
一
棟
の
下
に
て
御
用
弁
相
成
候
様

設
備
致
し
、
結
局
米
国
に
行
わ
る
る
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
ア
の
一
部
を

実
現
可
致
候
》。
店
舗
を
一
新
し
て
あ

ら
ゆ
る
服
飾
用
品
を
取
り
揃
え
、
ア
メ

リ
カ
の
百
貨
店
を
実
現
す
る
と
。

　

そ
の
大
改
革
を
行
っ
た
の
は
高
橋
義

雄
。「
私
と
し
て
は
三
井
銀
行
に
勤
務

す
る
方
が
、
仕
事
も
立
派
だ
し
世
間
体

も
上
品
で
あ
る
が
…
…
新
時
代
の
要
求

に
応
じ
て
日
本
の
小

売
法
革
新
に
我
が
力

を
試
み
や
う
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
」と
、

自
伝
『
箒
の
あ
と
』

に
書
く
。
そ
う
、
高

橋
は
三
井
銀
行
の
大

阪
支
店
長
で
あ
っ

た
。
小
林
一
三
の
上

司
で
、
慶
応
義
塾
の

先
輩
で
あ
る
。

　

１
８
６
１
（
文
久
元
）
年
水
戸
の
生

ま
れ
。
慶
応
で
福
沢
諭
吉
に
師
事
。『
時

事
新
報
』の
記
者
と
し
て
5
年
間
活
躍
。

在
職
中
に
近
代
経
済
論
を
執
筆
。
ア
メ

リ
カ
へ
留
学
、
百
貨
店
を
調
査
研
究
。

91
年
帰
国
、三
井
銀
行
へ
入
社
。
95
年
、

営
業
不
振
に
あ
え
ぐ
三
井
呉
服
店
の
改

革
を
一
任
さ
れ
た
。

　

三
井
グ
ル
ー
プ
の
根
幹
で
あ
る
老
舗

呉
服
店
の
改
造
。
延
々
と
つ
づ
い
て
き

た
店
員
の
組
織
か
ら
手
を
つ
け
た
。
丁

稚
・
番
頭
制
度
を
廃
止
、
住
み
込
み
や

年
季
奉
公
か
ら
給
料
制
に
。
女
性
店
員

の
採
用
（
す
で
に
銀
行
で
出
納
係
に
採

用
し
て
い
た
）。
慶
応
出
身
者
を
仕
入

れ
・
販
売
・
経
理
・
庶
務
な
ど
7
部
門

の
責
任
者
と
し
て
配
置
。
さ
ら
に
販
売

方
法
の
革
新
で
あ
る
。
呉
服
屋
の
店
内

は
す
べ
て
畳
敷
き
、
客
も
売
手
も
畳
に

座
り
、
客
の
好
み
に
応
じ
て
番
頭
が
丁

稚
に
何
々
の
品
を
持
っ
て
こ
い
と
命
じ

た
。
商
品
は
客
の
前
に
は
な
く
、
奥
に

仕
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
座
売
り
」

を
変
革
し
た
。
す
べ
て
の
商
品
を
店
内

に
陳
列
、
客
は
品
物
を
見
て
ま
わ
り
、

売
手
も
立
っ
た
ま
ま
で
対
応
す
る
「
陳

列
販
売
」
で
あ
る
。

　

大
手
術
の
強
行
。
番
頭
ど
も
は
大
反

対
、
も
ち
ろ
ん
押
し
切
っ
た
。
新
し
い

時
代
の
新
し
い
店
舗
に
な
る
と
、
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣
言
。
師
福
沢

が
展
開
す
る
、
欧
化
論
を
実
現
し
た
の

で
あ
る
。

　

先
生
と
呼
ぶ
ほ
ど
高
橋
を
尊
敬
す
る

小
林
は
こ
の
年
、
三
越
へ
移
籍
を
願
っ

た
。
し
か
し
、
君
は
「
我
侭
な
る
人
物

な
り
と
評
あ
り
、
年
少
気
鋭
の
致
す
所

と
存
候
と
も
…
…
」
と
、
高
橋
か
ら
の

忠
告
の
手
紙
を
小
林
は
生
涯
、
秘
蔵
し

て
い
た
と
い
う
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
三
越
呉
服
店
の
全
ペ
ー
ジ
年
賀

広
告
・
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
1
月

2
日
掲
出

 
欧
化
論
を
実
現
し
た

宮
野
　
力
哉

～
福
沢
諭
吉
の
お
し
え
⑦

広
告

談
珍
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